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1. はじめに 

口腔機能の低下は高齢者の健康に様々な影響を及ぼすこ

とが知られている[1]。その一つとして、誤嚥が挙げられる

[2]。嚥下障害を診断する代表的な手法として、嚥下造形検

査(VF)がある。VF は、被験者に造影剤を含んだ食事を食

べてもらい、食塊の位置や咽喉の動きを視認し、嚥下中の

動作を観察する検査である。VF 検査は誤嚥症状を確認す

ることができるが、X 線による被ばくがある。そのため、

検査時間や検査回数に制限があるうえ、高齢者の身体的負

担が大きい。 

これまで我々は、男子大学生と義歯使用高齢者に対して、

食材として水、ゼリー、クラッカー、チューインガム、千

切りキャベツを対象に咽喉マイクを用いて咀嚼音や嚥下音

を収集した。盧ら[3]は、これまで我々が収集したデータを

分析し、高齢者はクラッカー摂食時に若年者よりも嚥下継

続時間が短くなること、キャベツのような食材の咀嚼回数

は従来の「グミゼリーによる咀嚼能力検査」の代わりとし

て利用できるのではないかということが示唆された。 

本研究では、これまで我々が収集したデータに加えて、

女性若年者と日常生活で義歯を使用しない健常な高齢者デ

ータを収集した。さらに、先行研究[4]によりコンビーフの

ようなまとまりの悪い食材、特に液体を含む混合物では、

食塊は中咽頭にとどまらず、下咽頭に到達する割合が増大

することが VF を使用した実験によりわかっている。この

現象は、舌による能動輸送に加えて、食物を口腔に保持す

るための舌と軟口蓋による口峡閉鎖が咀嚼中に崩れること

で起こると考えられている。そこで、本研究ではコンビー

フを追加し、若年者と高齢者の間でこのような食材の物性

による違いを分析する。 

2. データの収集方法 

本研究では、咽喉マイクを用いた多チャンネル収録によ

ってデータを収集する。 

まず、首元に上下 2 チャンネルの咽喉マイクを装着して

もらう。嚥下音の生成位置による特徴の違いを捉えるため、

食道入口部の上下にマイクを配置した。次に、耳下に左右

1 チャンネルずつ耳下マイクを装着してもらう。これによ

り咀嚼音についても収集を行う。また、単一指向性の集音

マイクと合わせて合計 5 チャンネルを用いて音データの収

集を行った。 

音データの収集の様子を図 1 に示す。 

 

 

 

                         図 1   音データ収集の様子 

 

2.1 データ収集の対象 

本研究では性差による咀嚼や嚥下の違い[4]を分析するた

め、20～24 歳の健常な女性大学生 5 名と男子大学生 5 名、

65 歳以上かつ日常生活で義歯を使用していない高齢者女性

1 名と男性 3 名を対象にデータ収集を行った。 

 

2.2 データ収集の対象食材 

これまで我々が収集した食材は、水(3ml,10ml)、ゼリー

(4g)、クラッカー、チューイングガム、千切りキャベツ

(7g)である。それに加えて、本研究では新たにまとまりの

悪い食材としてコンビーフ(4g)のみを食べたとき、コンビ

ーフ(4g)を食べる際に水(5ml)を飲んだとき（以後、「コン

ビーフ+水」と表記）の咀嚼・嚥下音を収録した。 

3. 分析結果 

収集したデータを用いて、若年者と高齢者それぞれの咀

嚼回数と嚥下継続時間について差異を分析する。ここでの

嚥下継続時間とは、一回の摂食時に行われた嚥下の合計時

間のことを指す。 

 

3.1 若年者と高齢者における咀嚼回数の比較 

新たに追加した食材であるコンビーフ、コンビーフ＋水

の咀嚼回数を男子学生、女子学生、高齢者の間で比較した。 

コンビーフとコンビーフ+水の咀嚼回数の比較結果を図

2 に示す。また、コンビーフとコンビーフ+水の咀嚼回数の

平均値を表 1 に示す。 
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図 2 コンビーフとコンビーフ＋水の咀嚼回数の比較 

 

 表 1 コンビーフとコンビーフ+水の平均咀嚼回数 

 コンビーフ コンビーフ+水 

男子学生 27.8 20.4 

女子学生 25 17.4 

高齢者 38 35.5 

 

図 2 と表 1 の結果から、男子学生と女子学生は高齢者に

比べて、コンビーフとコンビーフ+水のいずれも咀嚼回数

において個人差はそれほど大きくなかった。また、男子学

生と女子学生ともにコンビーフに比べて、コンビーフ+水

では咀嚼回数が減少した。さらに、男子学生よりも女子学

生のほうがコンビーフとコンビーフ+水のいずれも咀嚼回

数が少なかった。それに対して高齢者は、コンビーフとコ

ンビーフ+水で比べると咀嚼回数の変化は小さかったが、

男子学生と女子学生に比べてコンビーフとコンビーフ+水

のいずれの食材でも咀嚼回数の個人差が大きいことが明ら

かになった。これは、若者は食物を口腔に保持するための

働きが崩れても嚥下できるだけの十分な力があるのに対し

（舌口唇運動機能低下状態）、高齢者は十分な力がないた

め、咀嚼回数を増やして嚥下しているのではないかと考え

られる。 

 

3.2 若年者と高齢者における嚥下継続時間の比較 

新たに追加した新規食材であるコンビーフ、コンビーフ

＋水の嚥下継続時間を男子学生、女子学生、高齢者の間で

比較した。 

コンビーフとコンビーフ+水の嚥下継続時間の比較結果

を図 3 に示す。また、コンビーフとコンビーフ+水の嚥下

継続時間の平均値を表 2 に示す。 

図 3 と表 2 の結果から、男子学生と女子学生は高齢者に

比べて、コンビーフとコンビーフ+水のいずれも嚥下継続

時間において個人差は大きくなかった。また、男子学生と

女子学生ともにコンビーフとコンビーフ+水で嚥下継続時

間に差はなかった。さらに、男子学生よりも女子学生のほ

うが嚥下継続時間が短かった。それに対して高齢者は、コ

ンビーフに比べてコンビーフ+水で嚥下継続時間が短くな

ったが、男子学生と女子学生に比べてコンビーフとコンビ

ーフ+水のいずれの食材でも嚥下継続時間の個人差が大き

くなった。これは、若年者に比べて嚥下機能が低下してい

る高齢者にとって、まとまりの悪い食材であるコンビーフ 

に液体が加わることで、不足しがちな唾液を補い、嚥下し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 コンビーフとコンビーフ＋水の嚥下継続時間の比較 

 

表 2 コンビーフとコンビーフ+水の平均嚥下継続時間

（秒） 

 コンビーフ コンビーフ+水 

男子学生 0.77 0.76 

女子学生 0.49 0.47 

高齢者 1.04 0.73 

 

やすい食塊となり、飲み込みやすくなったのではないかと

考えられる。 

4. おわりに 

本研究では、様々な食材を対象に咀嚼及び嚥下音のデー

タベースの構築と分析を目指し、合計 5 チャンネルのマイ

クを用いて新たに男女若年者と義歯未使用の高齢者のデー

タ収集と咀嚼機能及び嚥下機能の評価を行った。分析の結

果、コンビーフを食べる時に比べてコンビーフ＋水のとき

高齢者は若年者に比べて咀嚼回数の変化が小さく、嚥下継

続時間の変化が大きくなる傾向があるが、個人差が大きい

ことが明らかになった。 

今後は対象となる人数を増やし、様々な物性の食材の音

データを収集し、さらなる分析を行う予定である。 
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